坐って いる 監房が まだ 汽車の 中で でも あるかの ように、 

ぐるぐ ると まわって 感ぜられ、 思いがけなく 見る こと 

の 出来た 東海道の 風物 や、 汽車の 中で 見た 社会の 人間 

の とりどりの 姿態な どが 目先に ちらついて 離れが たい 

のであった。 ほとんど 何年ぶ りかで 食った 汽車 弁当の 

味 も、 今 もな お 舌 なめずり せずに はいられない 旨 さで 

思い出された。 彼 は それ を S 巿を すぎて 間もなく ある 

小 駅に 汽車が 着いた 時に 与えられ、 汽車 中の 衆人の 環 

視 のなかで がつがつ とした 思いで 貪 り 食った ので あ 

る。 —— しかし、 一 週間 を 過ぎた ころに は これらの す 

ベての 記憶 もやが て 意識の 底 ふかく 沈んで 行き、 灰い 



だしい 雀の 群れが 鉄 格子の 窓と その 窓にまで とどく 桐 

の 葉 蔭に 群れて 一せ いに 鳴き はやす ので ある。 その 奥 

底に 赤々 と 燃えて いる (原文 五 字 欠) を 包んで 笑う こ 

かた 

ともない、 きびしい 冷酷 さ を もって 固く とざされた 心 

にも、 この 愛すべき 小鳥の 声 は、 時として は 何 かほの 

ぼのと した 温かい もの を 感じさせる のであった。 そ 

れは 多く は 幼時の 遠い 記憶に 結びついて いるよう であ 

る。 —— 時々 まだ 飛べない 雀の 子が 巣から 足 をす ベら 

して 樋の 下に 落ち こむ ことがあった。 親 雀が 狂気の よ 

うに その 近く を 飛び まわって いる 時、 青い 囚衣 を 着て 

腕に 白 布 をまい た 雑役夫た ちが、 樋の 中に 竹の 棒 を 



とつ ひとつ 聞き わける ことができる ようになった。 I 

I 一九 三 X 年、 この 東洋 第一の 大工 業 都市に ほど 近い 

ろうごく 

牢獄の 独房 は、 太 田と 同じような 罪名の 下に 収容され 

ている 人間に よって 満たされ ていたの だ。 太 田 は 鍛え 

上げられた 敏感 さ を もって、 共犯の 名 を もって 呼ばれ 

る 同志た ちが ここで も 大抵 一 つお きの 監房に いる こと 

をす ぐに 悟る ことができた。 その 声の ある もの は 若々 

しい 張り を 持ち、 ある もの は 太く 沈欝 であった。 その 

声 を 通して その 声の 主が どこに どうして いるか を も 知 

る ことが 出来る のであった。 時々 かねて 聞き おぼえの 

ある 声が 消えて なくなる ことがある。 一一、 三日して そ 



の 声が また、 少しも 変らない 若々 しさ を もって 思わ ざ 

る 三階の 隅の 方から など 聞え てく る 時には、 ひとりで 

に 湧き上 つ てく る 微笑 を どうす る こと もで きな いので 

あった。 だが、 一とた び 消えて ついに 二度と は 聞かれ 

ない 声 もあった。 その 声 は 何処に 拉し 去られた ので あ 

ろうか。 —— 朝夕の 二度 はこうして 脈々 たる 感情が こ 

の 箱の ような 建物の あらゆる 隅々 に 波う ち、 それが 一 

つに なって ふくれ 上った。 

2 



づけた。 その 間に も、 凝結した 古血の かたまり を 絶え 

ず 吐き 続けた。 彼 は 自分の 突然 落ち こんだ 不幸な 運命 

について 深く 考えて みょうと もしなかった。 いや、 彼 

のぶつ かつ た 不幸が まだ あまりに 真近くて 彼 自身が そ 

の 中に おいて 昏 逸し、 その 不幸に ついて 考えて みる 心 

の 余裕 を 取り戻して いなかった のであろう。 やがて 落 

着き を 充分に 取り戻す と 同時に、 どんな みじめな 思い 

に 心が 打ち 摧 かれる であろう か、 という ことが 意識の 

奥 ふかく かすかに 予想 はされ るので はあった が。 重湯 

と 梅 ぼしば かりで 生きた 七日の のち、 彼 はよう やく 静 

かに 半身 を 起して 身： K: の あちらこちら を さすつ てみ て ■ 



静かに 沈んで いるの はこ この 建物の 全体が そういう 感 

じな の だが、 その 中に あって すら こんなと ころが ある 

かと 思われる ような、 特に ぼつん と 切り離され たよう 

な 一 廓な ので ある。 なるほど 刑務所の 内部と いう もの 

は、 行け ども 行け ども 尽きる ことなく、 思いがけない 

所に 思いがけな いものが 伏せて ある (原文 三 字 欠) に 

も 似て いると たしかに ここへ 来て は 思い当る ような と 

ころであった。 もう 秋に 入って 日 も 短 かくな つたこと 

ゆうやみ 

とて、 すでにう つ すらと 夕闇 は 迫り、 うす 暗い 電気が 

そこの 廊下に はと もっていた。 建物 は 細長い 二 棟で 廊 

下 を もって 互いに 通ず るよう になって いる。 不自然に 



男 は 答えなかった。 くるつ と 首 だけ 後ろに 向けて、 

ぼそぼそと 何 か 話して いる 様子だった が、 また こっち 

を 向いた。 その 時 気づいた こと だが、 彼 は 別に ふと こ 

ろ 手 をして いる 風に もない の だが、 左手の 袖が ぶら ぶ 

らし、 袖の 中が うつろに 見える のであった。 

「わしの 病気 かね」 

「わし は、 れ • ぷ • ら、 さ」 

フス „>-」 

らいびょう 

「癩病 だよ」 

しゃがれ た 大声で 一 と 口に ス バリと 言っての けて、 



りと 横にな リ、 彼 は 暁 方まで とろとろと 夢を見ながら 

眠った。 
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朝晚 吐く 痰に 赤い 色が うすくな り、 やがて その 色が 

こっかつ しょく 

黒褐色に なり、 二週間 ほど 経って 全然 色の つかない 

痰が 出る ようになり、 天気の いい 日に はぶら ぶら 運動 

にも 出られる ようになった ころから、 ようやく 太 田に 

ぜ ん. まう 

はこの 新ら しい 世界の 全貌が わか つ て 来たので ある。 

ここへ 来た 最初の 日、 雑居 房の 大男が、 「ハイ か ライ 



党 じ やない か。 頼 むん なら 赤 裏 (典獄の こと) に 頼む 

んで すよ、 赤 裏に。 赤 裏が まわって 来た 時に、 かまう 

こた ァ ない、 恐れな がらと 直 願 を や るんで すよ」 この 

しんらつ ぱ くげん 

前科 五 犯の したた か 者の 辛辣な 駁 言に は 一 言 もなかつ 

たが、 なるほど その 言葉 どおりであった。 頼んだ 本 は 

ついに 来なかった。 そして 二度目に 逢った 時、 教誨 師 

は 忘れた ものの ごとくに よそおい、 こっちから いわれ 

て 始めて、 ああ、 と 言い、 何 ぶん 私の 一存ば かりで も 

行かぬ ものです から、 と 平気で 青い 剃り あと を 見せた 

顎 を 撫で まわす のであった。 —— 読む 本 はなく、 ある 

程度の 健康 は 取り戻しても 何らの 手 なぐさみ も 許され 



て、 遊んで 寝そべって、 しかも 毎日 高い 薬 を 呑ませて 

もらって いると は、 何と 冥利の 尽きた ことで はない か ■ 

というの であった。 II 刑務所 内の 安全 週間の 無事に 

終った 祝いと して、 収容者 全部に 砂糖 入りの 団子が 配 

られ、 この 隔離 病舎に だけ はどうし たもの かそれ が 配 

られ ず、 後で 炊事 担当 も 病舎の 担当 もこ この こと は 「忘 

れて」 いたの だ、 と 聞かされた 時、 とうとう 欝 結して 

いた ものが 一人の 若者の 口から 迸り 出た。 「なに、 忘 

れ ていたって！ ようし 思い出させて やる ぞ！」 雑居 

三 房に この 一 一た 月 寝つきり に 寝て いた ひょろひょろし 

た 肺病 やみの 若者が いきなり すっくと 立ち上った。 



房の 四 人の 癩病 人 は、 運動の 時間が 来る と ぞろぞろと 

ひなた 

広い 庭の 日向へ 出て 行った。 太 田 は その 時 始めて、 彼 

めんぼう 

らの 一 々の 面貌 を はっきり 見る ことができ たので ある- 

色の さめた 柿色の 囚衣 を 前の はだけ たま まに 着ての ろ 

のろと 歩み、 じっと うずくまり、 ふと 思い出し たよう 

に 小刻みに 走って み、 または 何 を 思い出した のか さも 

さもお かしくて たまらない といった 風に、 ひっつった 

ような 声 を 出して 笑ったり する、 残暑の 烈しい 秋の 日 

ざしの なかの、 白昼 公然たる 彼らの たた ず ま いはす さ 

まじい ものの 限りであった。 四 人のう ち 二人 はま だ 若 

く、 一人 は 壮年で 他の 一人 はすで に 五十 を 越えて いる 



;」 

急迫した 調子で 言って 来た かと 思う と、 バッ タリと 

言葉が とだえた。 どうやら 泣いて いるら しい。 いい 加 

減な 慰めの 言葉な ど は 軽薄で かけられ もせず、 い いよ 

うのない 心の 惑乱 を 感じて 太 田 は そこに 立ちつ くして 

いた。 ちょうど その 時 靴音が きこえ、 その 男の 監房の 

前に 来て 立ち どまり、 戸 を 開けて、 面会 だ、 と 告げた 

ので ある。 

男 は 出て 行った。 どこで 面会 をす るので あろう か。 

気をつけて 見る と、 この 病舎に は 別に 面会 所と てない 

ので ある。 庭の 片隅の なるべく 人目に かからない 所で 



私 はほんと うに それ を やります よ」 

全く 心からそう 思い つめている のであろう、 涙で う 

るんだ 声で 話す その 言葉に は、 じかに 聞き手の 胸に 

迫って くる ものが あって、 太 田 は 心の 寒くなる のを感 

じ、 声 もな くいつまで も 戸の 前に 立って いた。 
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冬が すぎ、 その 年 も 明けて 春と なり、 いっか また 夏 

が 巡って 来た。 

肺病 患者 の 病室で は 病人が バタ バタと 倒れて 行った。 



た。 牢死と いう こと は 外への 聞え も あまりよ く はない、 

それで 役所で は 病人の 引取人に 危篤の 電報 を 打つ ので 

あつたが、 迎 いに 来る もの は 十 人のう ちに 一人 もな 

かった。 たとえ 引取りに 来る ものが あつたと しても、 

大抵 は 途中の 自動車の 中で 命 をお とすので ある。 —— - 

牢死 人の 死体 は 荷物の ように 扱われ、 鼻 や、 口 や、 

こうもん 

肛門 やに は 綿が つめられ、 箱に 入れられて 町の 病院に 

運ばれ、 そこで 解剖され るので ある。 

暑気に 中 てられた 肺病 患者が 一 様に 食欲 を 失って く 

ると、 庭の 片隅の ゴミ 箱に は 残飯が 山の ように 溜り、 

それが またす ぐに 腐つ て 堪えが たい 悪臭 を 放った。 



がわな わなと ふるえて くるので あった。 彼 は 半身 を 起 

して じつ とうず くま つ たま ま 心 を 鎮めて 動かずに いた- 

す ると はたして あれが 来た。 どつ どつ どっと 遠い とこ 

ろから つなみで も 押しよ せて 来る ような 音が 身体の 奥 

にき こえ、 それが だんだん 近く 大きくな り、 やがて 心 

臓が 破れん ばかりの 乱調子で 狂い はじめる の だ。 身体 

とき 

じゅうの 脈管が それに 応じて 一 時に 鬨の声 を あげ はじ 

め、 血が 逆流して 頭の なか をぐ るぐ るかけ 巡る のがき 

こえて くる。 歯を食いしばって じっと 堪えて いるう ち 

に 眼の 前が ぼ I つと 暗くな リ、 意識が 次第に 痺れ て 行 

くの が 自分に も わかる ので ある。 しばらくして 



自身 を 自覚しながら もし かも 結局 どうに もなら ない 自 

分、 —— それ を 感じた だけで も 人 は 容易に 自殺 を 思わ 

ないで あろう か。 

自分自身が 今 そこで さいなまれつ つ ある 不幸な 現実 

きぴ 

の 世界 を 熟視しながら 太 田 は 思う のであった。 この 厳 

ほんろ-つ 

しい、 激しい、 冷酷な、 人間 を 手玉にと つて 翻弄す る 

ところの ものが 今日の 現実と いう ものの ほんとうの 姿 

なの だ。 そして そういう 盲目的な 意志 を 貫ぬ こうと し 

て 荒れ狂う 現実 を、 人間の 打ち立てた 一 定の 法則の 下 

にしつ かと 組み伏せよう とする、 それ こそが 共産主義 

者の 持つ 大きな 任務ではなかった か。 そして、 自分 も 



いの だ。 その 時の こと を 思う と 彼の 心 はふる えた。 I 

！ < 間 はしばしば 思い も かけぬ ことに 遭遇し、 何 か 運 

命 的な もの を さえ 感ずる ことがある ものである。 太 田 

が この 病舎 生活の なかに あって、 ゆく りなく も 昔の 同 

志、 岡 田 良 造に 逢った の は、 ちょうど、 彼が この 泥沼 

のよう な 境地に おちこみ、 そこからの 出口 を 求めて、 

のた 打ち まわって いる 時であった。 
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うとうとと 眠り かけて いる 耳 もとに、 遠くの 監房の 



扉 を 開く 音が 聞え る。 < の 足音に 何 か 物 を 運び 入 

れ るよう な 物音 もま じってい るよう だ。 全身が 何と は 

なしに 熱つ ぼく、 一 日のう ちの 大部分の 時間 を 寝て く 

らす ことの 多くな つた 太 田 は、 半ば 夢の なかで、 遠く 

離れた その物 音 を 聞き、 どうも あれ は 一 房ら しいが、 

今までず つと 空 房であった あの 雑居 房に 誰か 新ら しい 

患者で も 入る のであろう か、 などと ぼんやり 考えて い 

た。 

「太 田さん、 また 新入り です よ。 一 房です」 興奮 をお 

し 殺した ような 村 井の 声が その 時き こえて 来た。 単調 

な 毎日 を 送って いる ここの 病人た ちに とって は、 新ら 



気が 太 田に はする ので ある。 鳥 かげの ように 心 を かす 

めて 通る、 これらの 情景の 一 つ を 彼 はしつ かりとつ か 

まえて 離さなかった。 それ を 中心に して それから それ 

へと 彼 は 記憶の 糸 をた ぐって みた。 そこから 男の 顔の 

謎 を 解こうと 焦る ので ある。 それ はも つれた 糸の 玉 を 

ほぐす もどかし さに も 似て いた。 しかし 病気の 熱に 犯 

された 彼の 頭脳 は、 執拗な 思考の 根気 を 持ち 得ず、 す 

ぐに 疲れ はてて しまう のであった。 しっこく 握んで い 

た 解決の 糸口 を もい つの 間に か 見失い、 太 田 は 仰向け 

になった まま ぐったりと 疲れて、 いつの 間に かふ かぶ 

かとした 眠りの なかに 落ち込んで しまう ので ある。 I 



I 真 夜な かな どに 彼 はまた ふ つ と 眼 を さます ことが 

あった。 目 ざめ て うす 暗 い 電気 の 光りが 眼に 入る 瞬間 

に はっと 何事 かに 思い当った 心 持が する の だ。 あるい 

は 彼 は 夢を見て いたの かも 知れない。 今 はもう 名前 も 

忘れ かけて いる 昔の 同志の 誰れ 彼れ の 風貌が 次々 に 思 

いいだされ、 その 中の 一 つが かの 男の それに ぴったり 

と あてはま つたと 感ずる のであった。 だが それ はほん 

の 瞬間の 心の 動きに すぎな か つたので あろう。 やがて 

彼の 心に は 何物 も 残って はいない の だ。 手の 中に 探り 

あてた もの を 再び 見失った ような 口惜し さ を 持ちな が 

ら、 そのような 夜 は、 明け方まで そのまま 目 ざめ て 過 



らし いんだ。 長々 ありがとう」 というの であった。 I 

I 一九二 X 年 十一月、 日本の 党 はよう やく その 巨大な 

姿 を 現わし かけ、 大きな 決意 を 抱いて 帰った 山 本 正 雄 

こと 岡 田 良 造 は、 その 重要な 部署に 着く ために 姿 を か 

くした ので ある。 

ちょうど それと 前後して 太 田 は 大阪を 去り、 地方の 

農村へ 行って 働く ことにな つた。 同じ年の 春、 この 国 

を 襲 つ た 金融恐慌の 諸 影響 は、 ようやく するど い 矛盾 

を 農村に もたらしつつ あつたの である。 太 田 はいくつ 

かの 大小の 争議 を 指導し やがて 正式に (原文 二字 欠) 

となった。 彼 は 大阪に 存在す ると 思われる 上部 機関に 



ので はない。 そう 決心して 彼との 対面の 場合の こと を 

想像す ると、 血が 顔から す ー と 引いて 行く の を 感じ、 

太 田 は 蒼白な 面 持で 興奮した。 
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太 田 は 運動の 時にはち ようど 岡 田の 監房の 窓の 下 を 

通る ので、 話 をす ると すれば 運動 時間 を 利用す るの が、 

一番い い 方法な ので あるが、 その 機会 は なかなかに 来 

なかった。 担当の 老 看守 は 太 田 ひとりの 運動の 時には 

別に 監視す るで もな く、 その 間 植木 をい じったり、 普 



上と 下で 二人の 視線が カツ チリと 出会った 時、 妙に 

表情の 硬ば るの を 意識しながら、 太 田 は 強いて 笑顔 を 

作った。 

「岡 田 君です か」 太 田 は あらゆる 感情 を こめて、 ただ 

岡 田の 名 をのみ 呼んだ。 そしてし ばらく だまった。 

「僕 は 太 田です。 太 田ニ郎 です。 (原文 三 字 欠) にいた 

(原文 二字 欠)、 知っています か」 

毎日もう 幾 回と なく、 始めて 二人が 顔を合わせた 時 

のこと を 想像し、 その 時 言い出すべき 言葉 を も 繰り返 

し 考えて いたの だが、 さて その 時の 今と な つ て は 言う 

べき 言葉に もつ まり、 ひどい 混乱 を 感じた。 岡 田 は 太 



田に 答えて、 白い 歯 を 見せて 微笑した。 白い 綺&に 

そろ 

揃った 歯 並 だけが 昔の ままで、 それが かえって 不調和 

な 感じ を 与えた。 

「知って ますと も。 妙な 所で 逢い ましたね」 穏やかに 

落ち着いた 調子の 声であった。 それから 彼 は 続けた。 

「ほんとうに しばらくで すね。 僕 はこ こへ 来た 翌日に 

もう 君に 気がついて いたんです。 けれど 遠慮して だ 

まっていました。 何しろ 僕 はこん な 身体に なった ので 

ね、 君 を おどろかせても 悪い と 思った し …… 」 

太 田 は 岡 田の その 言葉 をき いて、 そうか やっぱり そ 

うだった のか、 岡 田だった のか、 とほつ としたよ うな 



気持で 思った。 彼 自身の 口から はっきり とそう 名乗ら 

れる その 瞬間まで は、 やはり 何だか 噓 のよう な 気がし、 

人間が 違うよう な 気がして、 心の はるかの 奥底で は 半 

信 半 疑で いたので ある。 

「それで 君 はいつ やられ たんです。 三. 一 五に は 無事 

だった はず だが」 

「おなじ 年の 八月です。 たった 半年 足らず 遅かった だ 

け。 実に あっけなかった よ」 

絶えず 微笑 を 含んで 言って いるの だが、 その 調子に 

は 非常に 明るい ものが あって、 あまりに も 昔の ままな 

のにむ しろ 驚かされる のであった。 外貌の むごたら し 



岡 田 はそう いって 忠告した。 「僕なん か、 飯 も 食える 

方 だし、 夜 もよ く 眠ります よ」 

「少し 考えす ぎ るんで しょうね」 彼 は 続けて 言った。 

「そり や 考えるな と い つ て もこ こで はっきつ めて 物 を 

考えが ち だが …… 、 しかし ここで 考えた ことに はどう 

もァテ にならぬ ことが 多 いんです。 何 かふつ と 思いつ 

いて、 素晴らしい 発見で もした つもりで いても さて 社 

会へ 出て みると ペチ ヤン コで すよ。 ここの 世界 は 死ん 

でお り、 外の 社会 は 生きて います からね。 …… こんな 

こと は 君に 言うまでもな いこと だが、 これ は 僕が 昔 

そ-つじよ う 

騒擾 で 一 年く つた 時に 痛感した こと だ もんだ から」 



な 目つ きをした。 

「ただこれ だけの こと ははつ きりと 今でも 君に 言える- 

僕 は 身体が 半分 腐って 来た 今でも 決して 昔の 考え をす 

てて はいない よ。 それ は 決して 瘠せ 我慢で はなく、 ま 

た、 何 かに 強制され た 気持で 無理に そう 考えて いるの 

でもな いんだ。 実際 こんな 身体に なって、 なお 瘠せ 我 

慢を張 るんで は 惨め だからね。 —— 僕の はき わめて 自 

然 にそう なんだ。 そうでなければ 一 日 だって 今の 僕が 

生きて 行けない こと は 君に もよ くわ かるだろう。 …… 

それから 僕 は、 どんな ことにな つても 決して、 監獄で 

くく 

首を縊 つたり はしない よ。 自分で 自分の 身体の 始末の 



出たら しい …… この 病気 は 鼻汁の なかに 一 番 多く 菌が 

あるんだ そうです。 今度です つかりき まった わけで、 

死刑の 宣告み たいな ものです」 

—— その後、 太 田 は 岡 田と 話 をす る 機会 をつ いに 持 

たなかった。 

00 

灰い ろの 一と 色に 塗りつ ぶされ た、 泣いても 訴えて 

よど 

も 何の 反響 もない、 澱んだ 泥沼の ような この 生活が こ 

うして いつまで 続く ことであろう か。 また 年が 一 つ 明 



たように、 現実の 世界に 立ち かえるの がつ ねであった。 

II 夜 寝てから の 夢の 中で は、 自分が 過去に おいて 長 

い 長い 時間の 間に 経験して 来た いろいろの 出来事 を、 

ほんの 一 瞬間に 走馬燈 のように 見る ことが 多かった。 

そういう 時 は 自分自身の 苦悶の 声に 目 ざめ るので あつ 

た。 太 田 は 死の 迫り 来る 影に 直面して、 思いの外 平気 

で おれる 自分 を 不思議に 思った。 ものの 本な どで 見る 

時には、 劇的な、 浪漫的な 響き を 持って いる 獄死と い 

う 言葉が、 今 は 冷酷な 現実と して 自分自身に 迫りつつ 

ある。 今 はもう 不可 抗 的な 自然力と 化した 病気の 外に、 

磐石 のよう な 重さ を もって のしかか つてい る 国家 権 



ばらく 見ない 岡 田の 顔 を 夢に 見つ づけた。 言葉で は 

はっきりと 言い 現わしが たい 深い 精神的な 感動 を、 彼 

から 受けた こと を、 はっきりと 自覚して いたた めで 

あ つたろう。 

太 田に と つ て は 岡 田 良 造 は畏； ^すべき 存在であった。 

ただ、 この 言語に 絶した 苛酷な 運命に さいなまれた 人 

間の、 心の ほんとうの 奥底 は 依然う かがい 知るべく も 

ない のであった。 失われた 自由が それ を 拒んだ。 太 田 

は 寂しい 諦め を 持つ の 外はなかった。 II 「僕 は 今 ま 

での 考え を 捨てて はいない よ」 と 語った 岡 田の 一 言 は、 

すべて を 物語って いるかに 見える。 しかし、 どんな 苦 



二人が 立ち話 をして いたの を、 一度 巡回の 看守 長が 遠 

くから 見て 担当 看守に 注意 をした ことがあ つたので あ 

る。 二人 を 引き はなす 適当な 処置が 考えられて いると 

いう ことであった。 —— だが、 そうした 懸念 はやが て 

無用に なった。 太 田の 病気 はずつ と 重くな つたからで 

ある。 

粥 も 今 はの ど を 通ら なくなって 一 週間 を 経た ある 日 

の 午後、 医務の 主任が 来て 突然 太 田の 監房の 扉 を あけ 

た。 冷たい 表情で 無言の まま 入って 来た 二人の 看病 夫 

ゆかた 

が、 彼 を 助け 起し、 囚衣 を 脱がせて 新ら しい 浴衣の 袖 

もうろ-つ 

を 彼の 手に 通した。 朦朧と した 意識の 底で、 太 田 は 本 



能 的に その 浴衣に 故郷の 老母のに おい を かいだの であ 

る。 

太 田が 用意され た 担架の 上に 移される と、 二人の 看 

病 夫 は それ を 担いで 病舎 を 出て 行った。 肥った 医務 主 

任が うつむき かげんに その後から ついて 行く。 向う の 

病舎の 庭が つきる あたりの 門の 側に は、 太 田に 執行 停 

止の 命令 を 伝える ためであろう、 典獄 補が こっち を 向 

いて 待って いるの が 見える。 II そして 担架で かつが 

れて 行く 太 田が、 心持ち 首 を あげて 自分の 今までいた 

方角 を じっと見 やった 時に、 彼方の 病室の 窓の 鉄 格子 

にっか まって、 半ば 阵び 上り かげんに 自分 を 見送って 
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